
広報

＜にみ

N0.282

1９９６ 12 月

平 成８年12 月１５日

勝ち負けじゃないの！

嘩野目ロードレ ースは．地元のスポーツ振興会が衍う和気あい

あいの大会で・ ．勝ち負けは二の次．選手も応媛１る人もみんな

笑顔．大会長もレ ースに参加して．みんなが走り去った後に折り

返し点のポールを珀つてこなくちゃなりません．照れるやらうれ

しいやらで．つい．こんな顏になつちゃいました．また．ロート

レース大会なのに．田人jiでの砲丸投iず競技もありま１ ．これ4こ

もちゃんとし た訳がありま１．ひろしま国体・少年Ｂ砲丸投げ競

技に出場して10 位になった高梔和也くん（写澗＝右）は地元つ

子．みんなの誇り．お祝いしなく５ やだもの…．



三
期
目
を
迎
え
た
冨
安
町
政

11月27 日．初登斤

卜

‐。
月
五
日

告
示
、

‐
1
‐
日
投

票
が

行
わ
れ

た
任
期

満
了

に
伴
う
閥

見
町

艮

選
挙
で

、
現

職
の
Ｍ
永

武
人
町

長

が
三
選
さ

れ
ま

し
た
。

当
日
の
有

権

者

は
九
千

百
ハ
ト

人
、
投

以
率
は

八

丁

六

二
％

（
前
回
無
投

票
、
前

々

回

九
四

・
九

八
％

）
で
し

た
。

確
定

得
票
　
　
　
　

（
敬
称
略

）

当
　

冨
永

武

夫
6
4
　
丘
瓦
八

二
　

佐
久

間
蛸

明
5
7
　

。
匕

瓦

。

快適なふるさとづくりのために

豊かで住みよい活力あふれる町づくり

心豊かで人にやさしい町づくり

・町民サービスの向上、社会

情匁と財政状況を考慮した
行財政改革

・道路網、上下水道、公圃の整備や
宅地開発を進め、悛適で住みよい

．町づくり

一国見町の立地や自然環境な
どの条件を活かし、パラン

スのと れた眤づくり

・人間性豊かな社会の実現に
向けた敦育の充実と文化の
振興、青少年が生き生きと

、置皿できる町づくり　　 Ｊ

・慘爬性の向上、ほ塲整備事業．地

塲産業鼕寵の蠹墳づくり、重用の

．拡大と若者の定住偃准

・高齢杜会に対応した福祉の
充実と子どもからお年畜り
まで健康で安心して蕃らせ

Ｕる町づくり　　　　 Ｊ



所
信

国
見
町
長
　
冨
永
武
夫

11月11日、当選詔書の付与

年

の
瀬
を
迎

え
、
町
民

の
み
な

さ

ま

に
は

何
か
と

心
せ
わ
し

い
晦
口

を

お
過

ご
し
の

こ
と

と
存
じ

ま
す
『
．

健

康
に
卜
分

ご
留
憲

の
う
え
、

良

い
年

を
迎
え
ら

れ
ま
す
よ

う
お
祈

り

巾

し
Ｌ

げ

ま
す
．

こ

の
た
び
、

町
民
み
な

さ
ま
の

力

強

い
ご
支
媛
を

い
た
だ
き

、
引
き

続

き
町

政
を
批
当

さ
せ
て

い
た
だ

く
こ

と

に
な
り
ま
し

た
こ
と

、
誠
に
光

栄

に
仁

じ
ま
す
．

町
民
み
な

さ
ま

か
ら

．．．
た
び
町
政
を
負

託
さ

れ
、
改

め
て

責
任

の
唄
人
さ

を
痛

感
す

る
と

と
も

に
、

身
の
引
き
締

ま

る
思

い
で

ご
ざ

い
ま
す
．

昭

和
六
４．卜
三
年
卜

．
川

に
町
政

を

担
当

さ
せ
て

い
た
だ

い
て

か
ら
今

日

ま
で

、
町
民

の
み
な
さ

ま
と
直
接

ふ

れ

あ
い
、
生
の

声
を
聞

き
、
住
民

本

意
の

民
ド
的
な

町
政
執

行
に
努

め
て

ま

い
り
ま
し

た
士

二
期
川

の
町
政

を

批

肖

す

る

に
あ

た

り

．
初

心

に

帰

り
、

さ
ら
に

広
く
町
民

の
み
な

さ
ま

と

の
対
話
を

通
し
、
常

に
町
民

の
立

場
で

そ
の
総
意

を
反
映

し
、

と
も
に

歩

む
姿
勢
を
从

本
に
町

政
を

推
進
し

て

ま
い

る
所
存

で
ご

ざ

い
ま

す
．

私
と
し
て
は

、
国
兄

町
の
忠

ま
れ

た

自
然
瓜
塊

と
地
理
的

条
件
の
特

性

を

生
か
し
た
第

．二
次
国

見
町
振

興
計

画

の
只

体
化

を
進
め

る
次
の
六

つ
を

杜

に
．

「
豊

か
で
住

み
よ

い
活

力
あ

ふ

れ
る
町
づ

く
り

」
と

『
心
豊

か
で

人

に
や
さ
し

い
町
づ

く
り
』

に
全
力

を
傾

注
し
て

い
く
決
意
で

ご
ざ

い
ま

す

。そ

の
第

。
の
柱
は
、

「
誰
も

が
希

？

を

持
ち

。
住

ん
で
よ

か
っ
た

と
思

え

る
町
づ

く
り

」

第

二
は

、

７
砥
地

環

境
を

活

か

し

、
均
衝

の
と

れ
た
町

づ
く

り
」
　

第

。。。は

。

『
高
齢
化

社
会

に
対
応

で
き

る
健
康
で

安
心
な

町
づ
く

り
』

第

四
は
、

「
産
業
の

盛
ん
な

活
力

あ

ふ
れ

る
町
づ

く
り

」

第

八
は
、

「
次
代
を

担
う
４

少
年

の
育

成
を
目

指
す
教
育

と
文
化

の
町

づ

く
り

」

第

六
は

、

「
行

財

政
体

制

の

允

火

」
で
あ

り
ま
す

。

年

々
厳
し

さ
を
増
す

財
政
状

況
の

巾
で

限
ら
れ

た
Ｉ

算

と
限
ら

れ
た
人

員

の
も
と
で

、
創
意

と
Ｅ
人

を
こ
ら

し

、
中
艮
期

的
展
望

に
政
っ

た
行
財

政
体

制
の
允

火
を
図

り
、
町
政

運
営

は

町
民
総
参

加
の
基
本

理
念

に
从

つ

き

、
広
く
町

民
み
な

さ
ま
の
声

を
反

映

し
た
町
政

全
般

に
わ
た
る
施

策
を

推
進
し
て

ま

い
り
ま

す
。

以
ｈ

Ｊ

．一
た
び
の
町

政
を

担
当
す

る
に
あ
た
り

、
所
仁

の
一
端

を
申
し

Ｌ

げ
ま
し

た
。
今

後
と
も
川
見

町
の

限
り
な

い
発

艇
の

た
め
、

み
な
さ
ま

の
一
層
の

ご
支
捉

と
ご
協
力

を
お
願

い
申
し
Ｌ

げ

ま
す
。

終
わ
り

に
、
町
民

み
な
さ

ま
方
の

ご
健
勝
と

ご
允
展

を
お
祈
り

申
し
上

げ
ご
あ

い
さ

つ
と

い
た
し

ま
す

。



３６人を称える
国 見 町 表 彰 式

十
一
月
十
九
日
。
平
成
八
年
度
国

見
町
裂
彰
式
が
行
わ
れ
、
三
十
六
人

が
受
賞
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
冨
永

町
長
が
「
今
日
の
国
見
町
が
あ
る
の

は
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
そ
の
豊
富
な
識
見
と
経
験

で
町
発
展
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
一
人
ひ
と
り

に
表
彫
状
と
記
念
品
を
渡
し

ま
し

た
。来

賓
の
安
藤
通
弘
福
島
県
県
北
地

方
振
興
局
畏
と
吉
田
町
議
会
議
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
後
、
東
海
林
正
子
さ

ん
が
謝
辞
を
述

べ
、
閉
式
し

ま
し

た
。



受
賞
者
（
敬
称
略
）

★
県
外
在
住
特
別
功
労
表
彰

・
谷
津
三
雄

日
人
総
合
科
学
研
究
所
教
授
。
医

師
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
テ
レ
ビ
や

マ
ス
コ
ミ
で
も
活
躍
。
閥
見
町
で

は
健
康
講
演
会
を
行
う
。
山
崎
・

北
町
Ⅲ
出
身
、
東
京
都
在
坎

★
特
別
功
労
表
彰

・
安
達
要
造
（
自
治
振
興
）

福
鳥
公
共
職
業
安
定
所
長
な
ど
を

歴
任
。
雇
用
促
進
住
宅
、
勤
労
者

総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
等
に

尽
力
。
県
労
働
省
関
係
川
体
連
協

議
艮
、
平
成
七
年
九
月
か
ら
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
。

・
東

海
林
正

子

（
同

）

昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
県
内
初
の

女
性
選
挙
管
理
委
員
、
翌
五
十
一

年
四
月
か
ら
平
成
七
年
三
月
ま
で

同
委
員
艮
。
勲
五
等
瑞
宝
章
受

碪

。

・

仲
野
周

一
郎

（
同

）

昭
和

二
十
一
。年

卜
月

か
ら
町
消

防

団
貝

、
昭
和
五

卜
六
年

四
月

か
ら

唹
成
元

年
『

月

ま
で
同

分
団

長
。

勲
六

等
瑞

宝
章

受
章

。

・
佐
藤
俊

雄

（
同
）

統
計
調
査
貝
協
議
会
顧
間
、
交
辿

安
全
協
会
役
員
。
元
町
農
業
委

員
。

・
廣
木
孝

安

（
同
）

国
見
町
工
業
ク
ラ
ブ
会
艮
。
町
振

興
計
画
寄
議
会
委
貝
、
町
行
政
改

革
推
進
委
員
会
委
貝
等
を
歴
任
。

川
見
電
子
株
式
会
社
常
助
顧
問
。

★
功
労
表
彰

・

室
井
精

一

（
自
治

振
興

）

平
成
三
年
四
月
か
ら
町
議
会
議

貝
。
昭
和
五
卜
年
七
月
か
ら
同
五

十
九
年
七
月
ま
で
町
ａ

業
委
八

・
佐
藤
喜

明

（
同
）

昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
泉
山
中
町

内
会
長
。

・
徳
江
昭

一

（
納
税

）

昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
石
毋
川
西

納
税
貯
蓄
紐
合
艮
。

・
谷
津
僮
隆
（
社
会
福
祉
）

昭
和
五
卜
七
年
四
月
か
ら
駅
前
川

民
年
金
組
合
畏
。

・
樋
口

清
三

（
同

）

昭
和
五
十
五
年
卜
二
月
か
ら
甼
成

四
年
十
一
月
ま
で
民
生
委
員
・
児

隶
委
員
。

・

渡
辺

善
一

（
農
業

振
興

）

昭
和
五
十
九
年
匕
月
か
ら
平
成
八

年
七
月
ま
で
町
農
業
委
員
。

・
菊
地

光
二

（
同

）

昭
和
五
十
九
年
匕
月
か
ら
平
成
八

年
七
月
ま
で
町
農
業
委
貝
。

・
佐
藤

光

雄
（
畜

産
振

興
）

昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
町
牧
野

利
用
組
合
理
事
。

・
古
内

済

行
（
ス

ポ

ー
ツ
振
興

）

昭
和
五
卜
七
年
四
月
か
ら
町
体
育

指
導
員
。

・
星

野
巌

（
消
防

防
災

）

昭
和
四
卜
二
年
四
月
か
ら
町
消
防

団
貝
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
同
第

五
分
団
長
。

・
佐
藤

且

雄

（
同

）

昭
和
四
十
二
年
四
月
か
ら
町
消
防

団
員
、
平
成
五
年
四
月
か
ら
同
第

二
分
団
第
二
部
長
。

・
安
藤

政

治
（
簡

易
水

遭
）

昭
和
四
十
一
年
四
月
か
ら
平
成
四

年
三
月
ま
で
山
崎
簡
易
水
道
組
合

理
事
と
監
嘔
を
歴
任
、
甼
成
四
年

四
月
か
ら
平
成
（

年
三
川
ま
で
同

組
合
副
組
合
艮
、
早
成
八
年
四
月

か
ら
同
組
合
畏
。

・
高
橋

遮

（
同

）

昭
和
四
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
四

年
三
月
ま
で
山
崎
簡
易
水
道
組
合

理
事
、
平
成
四
年
四
月
か
ら
同
組

合
会
計
。

・
小
鹿

春

治
（
同

）

昭
和
四
十
八
年
一
月
か
ら
同
六
卜

三
年
一
月
ま
で
泉
田
簡
易
水
道
組

合
監
事
と
理
事
を
歴
任
、
同
六
卜

三
年
か
ら
同
組
合
庶
務
。

・
朽

木
勝

夫
（
同

）

昭
和
五
十
年
一
月
か
ら
泉
川
下
簡

易
水
道
組
合
役
員
、
罕
成
瓦
年

。

月
か
ら
同
組
合
監
査
。

・

斎
藤
光

夫

（
同

）

昭
和
五
卜
四
年
二
月
か
ら
小
坂
簡

易
水
迫
組
合
役
員
。

・
松

浦
貞

一

（
同

）

昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら
ｆ
成
四

年
一
月
ま
で
石
母
田
簡
易
水
道
組

合
理
嘔
。
嘔
成
四
年
一
月
か
ら
向

組
合
監
事
。

・
原

田
茂

（
同

）

昭
和
五
十
四
年
二
月
か
ら
平
成
（

年
一
月
ま
で
小
坂
簡
易
水
道
組
合

役
貫
。

★
善
行
表
彰

・
後
藤
ト
ミ

（
奉
仕
活
動
）

昭
和
五
十
年
か
ら
二
十
年
間
、
Ｊ

Ｒ
藤
田
駅
待
合
室
に
花
を
活
け
続

け
、
通
助
一
通
学
者
の
心
を
和
ま

せ
る
。

・
渡

辺
和
子

（
同

）

艮
年
に
わ
た
り
役
場
庁
舎
等
公
共

施
設
に
花
を
活
け
続
け
、
利
川
者

の
心
を
和
ま
せ
る
。

・
後
藤
登
美
子
・
菊
地
弘
美
・
武
田

正
裕
（
献
血
）

と
も
に
献
血
の
重
要
性
を
認
識

し
．
積
極
的
に
協
力
、
献
血
回
数

は
．五
十
回
を
越
え
る
．

・
菊
地
太

三

（
寄
付

）

社
会
禍
祉
協
謡
会
と
藤
田
小
学
校

に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
1
.万
円

を
寄

付
。
前
・
Ｊ
Λ
伊
達
み
ら
い
組
合

長
。

・
天

野
英

子

（
同
）

藤
田

保
育
所
に
三
卜
万
円

を
寄

付
。
前
・
藤
田
保
育
所
長
。

・

武
田
靖

夫

（
同
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
五
卜
万
円
を

寄
付
。
税
理
士
。

・
佐

藤
工

業
株

式
会

社
（
同

）

社
会
福
祉
協
議
会
に
百
万
円
を
寄

付
。

・
福
島
信
用
金
庫
（
同
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
五
卜
万
円
を

寄
付
。

★
栄
誉
顕
彰

・
遠
藤
重

忠

（
技
能

）

卓
越
し
た
技
能
が
認
め
ら
れ
、
県

必
越
技
能
者
十
三
人
に
選
ば
れ

る
。

・
佐
藤
昭
元

（
農
業

経
営
）

複
合
経
営
の
優
秀
さ
が
認
め
ら

れ
、
第
三
十
七
回
福
島
県
農
業
賞

を
受
賞
。



規
模
拡
大
で
経
営
の

安
定
化
・
効
率
化
を
目
指
す

小
坂
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業

小

坂
地
区

ほ
場
整
備

事
業
の

安
全
祈
願

祭
が

‐
1
.
.

．
月

二
十

一
日
に
行

わ

れ

、
五

年
に
わ

た
る
工

嘔

が
始
ま

り
ま

し
た
．

事
業
の
目
的

未
整
備
だ
っ
た
小
坂
地
区
（
桑
折

町
の
一
部
を
含
む
）
の
農
地
。
約
一

〇
七
む
を
「
県
営
担

い
手
育
成
基
盤

整
備
喞
業
」
で
基
盤
穣
備
し
ま
す
。

標
準
区
画
面
積
は
三
六
町

で
す

が
、
一
部
で
最
人
約
一
む
の
ほ
場

（
川
畑
）
に
な
る
た
め
。
大
規
模
経

営
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
効
率
的
で
安
定
的
な
経
営
を
目

指
す
農
家
が
、
農
地
の
集
積
や
農
作

業
の
受
委
託
を
す
る
こ
と
が
簡
叭
に

な
り
、
農
地
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
の
進
め
方

平
成
八
年
度
か
ら
五
年
を
か
け
て

実
施
し
ま
す
。
ま
ず
平
成
八
年
度
に

て
一
片
。
平
成
九
年
度
に
約
五
〇

お
、
平
成
十
年
度
に
約
二
五
む
の
合

計
八
七
む
を
面
工
事
と
し
て
実
施
し

ま
す
。
そ
の
後
の
こ
年
で
、
用
排
水

路
と
農
道
の
補
完
工
事
や
換
地
作
業

な
ど
を
行
い
、
平
成
ト

ー
。年
度
に
完

了
す
る
予
定
で
す
。

農
家
の
次
男
・

三
男
に
も
配
慮

こ
の
麝
楽
を
進
め
る
中
で
受
益
者

全
以
の
共
同
減
歩
方
式
に
よ
り
、
約

六
・
二
む
の
非
農
川
地
を
確
保
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
人
口
増
に
よ
る

小
坂
地
域
の
活
性
化
と
ａ

家
の
次
男

や
三
男
が
国
見
町
に
定
住
で
き
る
よ

う
な
住
宅
川
地
と
地
域
住
民
の
た
め

の
災
会
施
般
川
地
と
農
村
公
幽
な
ど

も
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

農
村
整
備
課

農
地
整
備
係

ａ
（
ａ
）
2
9
8
8

事業費

計画確定時の予定総事

業費は13 億3400 万円で

す。 国 が５ 割、 県が３

割、町と農家がそれぞれ1

割ずつ負担し ます。関

係農家は261 戸です。

全体計画図 （ 口: 平成８年度 口：平成9年度 ■: 平成IO年度）



う
ま
い
が
ら

食
べ
て
み
ら
ん
し
ょ

桃
入
り
福
神
漬

摘
果
し

た
桃
の
実

を
漬
物

に
し
よ

う

と
い
う

ア
イ
デ

ィ
ア
は

、
私
た
ち

独
白

の
も

の
で
す

。
作
り
始

め
た
こ

ろ
は

失
敗

ば
か
り
で

し
た

。
い
く
ら

小
さ

く
て

も
桃
は
桃

。
細

か
い
毛
が

気

に
な
っ

て
、

お
世

辞

に
も

お
い
し

い
と
は

い
え
ま
せ

ん
で
し

た
。
い
ろ

い
ろ

な
桃

で
試
し
て

い
る

う
ち
に
、

ネ

ク
タ
リ

ン
と

い
う
品
種
を

使
え
ば

い
い
と
わ

か
り
ま
し

た
。
そ

れ
で
禎

物

に
入
れ

る
桃
の
量

を
増
や

せ
る
よ

う

に
な
っ

た
ん
で
す

。
今
年

は
、
キ

ュ
ウ

リ
漬
け

も
合
め

て

。一
四
〇
。

。
ほ

ど
作

り
ま
す

。
農
業

祭
で
販
売

し
た

り
、

注
文

販
売
を
し

て
い
ま
す

。
お

か
げ
さ
ま
で
『
お
い
し
か
っ
た
。
ま

だ
あ
り
ま
す
か
』
と
、
い
わ
れ
る
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
。

二
年
前
か
ら
、
塩
抜
き
し
た
野
菜

を
搾
る
の
は
専
用
の
油
圧
式
機
械
を

使
っ
て
い
ま
す
。
県
の
補
助
を
受
け

て
町
が
購
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
真

空
包
装
機
、
保
冷
眼
も
あ
る
の
で
。以

的
に
比
べ
質
の
高
い
漬
物
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
塩
漬
け
し
た
も
の
を
人
量
に
貯

蔵
し
て
お
く
こ
と
の
で
き
る
施
般
や

一
か
所
で
製
造
で
き
る
場
所
が
あ
れ

ば
、
一
年
中
販
売
で
き
る
」
と
会
・員

同
士
で
話
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

国見町生活改善グループ
会長　阿 部ヨシ さん

意欲ある農家を

応援します！
一認定農業者制度－
経営規模の拡人や集約化・枚合化などで経営を允展

させていこうとする愈欲のある農業者を国見町が認定

し。関係機関が一丸となって応援します。

認定を受けた鳩合の利点

●農用地の利用災積の支援（農業委員会が利川関係

を調整）

認定農業者が農地流動化嘔業などにより利用権を設

定した場合。補助命を交付します。

利用権設定期間 � 受 け 手 農 家

５年以上10年未満 �10aあたり(田畑とも凵0,000 円

10年以上 �10aあたり（田畑とも）20,000円

＊1り川櫓の設定由積は１０ａ以上、刈間は５年以上です．

●スーパーＬ資金などの低利融資

●研修などの実施（農業経常改誇のための知徽や情報

を提供）

★このページについての問い合わせは…　

農林課　農林振興係　(85)2986



自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
…
(
1
)

九
月
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
十
五
日

間
、
若
人
の
翼
の
団
員
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
し
た
吾

妻
寛
章
さ
ん
の
リ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

吾
妻
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
の
研
修
や
現
地
青
年
と
の
交
流
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

川
待
と
不
安
を
抱
い
て
飛
行
機
に

卜
三
時
閥
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

。
番
大
き
な
都
市
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

へ
到
着
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
社

会
福
祉
が
進
ん
だ
岡
で
す
。

私
が
研
修
し
た
施
設
に
、
祝
党
障

害
と
複
合
陣
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

が
辿
っ
て
い
る
盲
学
校
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
国
で
は
、
短
川
川
で
す
が

障
害
児
が
通
う
学
校
に
健
常
児
が
。

健
常
児
が
通
う
学
校
へ
障
害
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
交
．ａ

に

体
験
人
学
を
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

知
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
驚
き
ま
し

た
。
子
ど
も
の
と
き
か
ら
理
解
し
合

い
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
お
坏
い
に
と

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
障

害
の
心
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
み
な
？

等
な
人
と
し
て
の
意
識
や
生
き
方

を
、
小
さ
な
と
き
か
ら
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
身
に
付
け
て

い
く
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
だ
と
入
学
か

ら
卒
業
ま
で
ず
っ
と
別
々
で
す
。
二

ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
教
育
が

さ
れ
て
い
れ
ば
、
い
じ
め
や
登
校
拒

が
。
自
殺
な
ん
て

い
う
悲
し
い
問
題

は
起
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　

（
次
号
へ
続
く
）

特殊なメガネをかけて視覚障害体験 ＝ホマイでー

視覚偉害児のリハビリ　＝同＝

ちょっと一息 ＝タスマニア鳥で＝ 吾妻寛章



秋 Iの叙勲が11 月３日に発表され、元

国見町選管委員長・東海林正子さんが勲

五等瑞宝章を受輩しました。

東淘林正子さん

昨
年
の
春
ま
で
ｔ

九
年
間
務
め
た

選
挙
竹
理
委
輿
艮
と
し
て
の
仕
嘔
ぶ

り
が
評
価
さ
れ
て
の
受
章
で
す
。

「
日
に
日
に
受
章
の
重
み
を
感
じ
ま

す
。
有
権
者
や
事
務
局
の
協
力
の
お

か
げ
で
す
。
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
東
海
林

さ
ん
。

閥
見
町
議
会
議
艮
の
人
・

。
郎
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
後
の
昭
和
瓦
十
年

网
月
に
町
選
管
委
・員
に
、
そ
し
て
翌

丘
卞
一
年
に
同
委
員
畏
に
就
任
。
町

議
会
議
長
人
人
で
専
業
主
婦
の
身
か

ら

。
転
、
民
土
主
義
の
根
幹
を
な
す

選
挙
嘔
務
を
統
括
・
管
理
す
る
組
織

の
艮
に
。
し
か
も
県
内
初
の
女
性
委

員
艮
で
す
。
「
議
畏
を
し
て
い
た
主

人
は

。（
議
長
在
職
中
の
）
十
一
年
間

紅
日
、
役
場
に
行
っ
て
い
た
の
。
だ

か
ら
選
管
委
員
の
互
選
で
委
員
艮
に

な
っ
て
か
ら
、
私
は
主
人
の
足
跡
を

追
い
か
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

の
」
と
就
任
当
時
の
気
持
ち
を
振
り

返
り
ま
す
。

昭
和
五
十
年
代
初
め
は
、
ロ
ッ
キ

ー
ド
嘔
件
に
続
い
て
県
政
汚
職
が
発

覚
、
政
治
へ
の
不
信
感
が
と
て
も
強

く
な
っ
た
と
き
で
し
た
。
請
わ
れ
て

地
方
紙
の
コ
ラ
ム
を
担
冖
し
。
政
治

家
の
モ
ラ
ル
回
復
と
若
者
の
棄
権
防

止
、
選
挙
の
公
正
さ
を
幾
度
と
な
く

訴
え
ま
し
た
。
ま
た
『
ど
の
選
挙
で

も
貴
肌
な
一
票
は
ム
ダ
に
は
し
た
く

な
か
っ
た
』
と
い
い
ま
す
。
辺
任
し

た
今
で
も
低
下
傾
向
に
あ
る
最
近
の

投
票
率
を
見
聞
き
す
る
た
び
、
落
ち

着
か
な
い
火
海
林
さ
ん
で
す
。

と
こ
ろ
で
日
本
舞
踊
を
な
さ
っ
て

ま
す
よ
ね
、
そ
れ
も
と
て
も
男
性
的

な
踊
り
を
、
と
水
を
向
け
る
と
「
男

の

踊
り

は
簡
叭

な
の
よ

…

あ
は

は
」
。

そ
ん
な
東
海
林
さ
ん
が
、
和
服
に

ど
う
や
っ
て
瑞
宝
章
を
付
け
た
ら
い

い
の
か
悩
ん
で
い
ま
す
。
県
に
問
い

合
わ
せ
た
ら
「
男
性
に
準
ず
る
方
法

で
」
と
し
か
答
え
て
も
ら
え
な
か
っ

た
の
で
す
。
「
女
性
が
い
な
い
か
ら

だ
め
な
の
ね
」
と
。
た
め
息
を
一
つ

（
十

．
月
三
日

・
自
宅
で

）

東
海
林
さ
ん
は
、
ｆ
成
（

年
度
国

見
町
衣
彰
・
特
別
功
労
表
彰
も
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

小学生だって負けてないぞぉ！一スポ少駅伝一

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

を
し
て

い
る
ス

ポ

ー
ツ
少

年
川
の

駅
伝
競
走

人
会
が

卜

。
月
ｔ

匕

日
に

行
わ
れ
ま

し
た

ご

。

ト

チ
ー

ム
の
参
加

で
始

ま
っ
た
こ

の

人

会
も
今

年
で

‐
1
‐

。
回
目

で
す
。

伊

達
郡
や
福

島
巾
は

も
と
よ

り
、
安

達

郡
。
二
本

松
巾
な

ど
の
県

北
地
方

。

円
の
児

犧
が
参
加

す
る
大
会

に
な
り

ま
し
た

。
＋
0

 
･

八
区
間

の
コ

ー

ス

に
女
子

五
チ
ー

ム
、
男

子
三
十

二

チ

ー
ム

が
参

加
し

ま
し

た
。

走
り
終

わ
っ
た

選
手
た

ち
に
は
、

お
母
さ

ん
た
ち
が

心
を
込

め
て
作
っ

た

「
力

餅

入

り
ス

ペ

シ

ャ
ル

と

ん

汁

」
と

お
に
ぎ
り

が
振
る

舞
わ
れ
ま

し

た
。
選

手
た
ち
は

、
五
百

瓦
十
個

の
お
に
ぎ

り
と
七
百

四
卜
杯

分
の

と

ん
汁
を
ま

た
た
く
間

に
嘔

ら
げ
、
満

足

満
足
・
…

成
績

は
次
の

と

お
り
。

★女子の部 ①宮野39 分54

秒 ②森江野（佐久閥

櫛香．佐久間翔 子、菊地

めぐみ、村上智美、高橋

裕美、佐野 舞 貳 佐久間

美穂、佐久間織絵）41 分01

秒　 ③白根41 分01 秒

★男子の 部 ①山舟生36

分４５秒　 ②石Ⅲ36 分５０

秒　 ③富田36 分54 秒

ふくしま駅伝国見チーム

町の部15 位　総合 ２８位

中学生の走り を昆ていて。小さい

体のどこにあれだけの力があるのだ

ろ うと感心し ました。 国見チーム

は、1こ位を占める巾町村チームと災

なり、国見町民の予づくりのチーム

です。102.1 にタスキをつなぎ通

したみなさんの巾から、国体やオリ

ンピックにも出場できるような選 手

が生まれればいいなと思い ます。ご

くろうさまでした。

一冨永町長談 ふくしま駅伝報告会でー



国民年金事業は、琢金の給仔だけではありません。

低利の融資も行っています。

な～るほど

国民年金
国民年金の樋討･ 融 資堋瀏 こついては8 月

号でお知らt!し まし たが.もっと酵しく 敏

えてほし いという声にお笞えし ま１ ，

～貸付・融資の巻～

パート２

年金係 谷 ( 85 ) 217

★入学試験に合格し たよ

…こんなときは「 教育 資金貸付制度」

◆利用できる人

加入期間が10年以上ある

国民年金加入者（2号加入

者を除く ）で、子どもや

兄弟姉妹が高校、大学 、

専修学校､ 各種学校に入

学または在学する人
…資金の使い みち …

高校､ 大学､ 専修学校､ 各

種学校の受験料､ 入学金、

授業 料､ 下宿代､ 通学のた

め の交 通費､ 在 学中 の国

民年金保険料

◆貸付限度額
学生 一人 あ たり50

万円まで。

国民金融公庫の敏育

買 金の教育資金と併

せて利 用することも

できます

◆利用条件

返済期限 ‥･８年以内

融資利率 … 年3.40  %

◆返済方法

元利 均等返済

◆申し込み
年金福祉協会　

価 ( 22 )

★住宅を新築・購入・改築したいなあ

…そんなときは｢住宅融資｣

◆利用できる人
国民年金の加入者で納

付期間が3 年以上ある人

最近の2 年間に 保険

料の 滞 納があ ると

利用 でき ま せんよ

◆融資利率

一般住宅 … 年3.38 %

(平成8年ﾜ月現在)

◆融資額

納付期間　3年以上10年未満……280万円

10年以上　　　　 ……410万円

60 歳以上の高齢者、心身障害者と同居、または2

世帯住宅の場合は150 万円の増額があります。

◆返済期間

5年から35年

◆申し込み

「住宅金融公庫業務取

扱店」の表示のある金

融機関

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

私

は
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
期
間

が
あ
り
ま
す
。
来
月
6
5
歳
に
な
り
ま
す

が
国
民
年
金
を
駒
求
す
る

に
は

ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で

す
か
？

①
矛

で

に
老
齢
厚
生
年

金
を
受
け
て

い

る
人

は
・
・・

芻
１
月

に
『

社
会
保
険
槊
ａ

セ
ン
タ
ー
か

ら
請
求
占

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
巾
町

村
長
の

証
明

を
受
け
、
セ
ン

タ
ー
に
返
送
し

て

く
だ

さ
い
。

②
国
民
年
金

も
厚
生
年
金
も
受
け
て
い
な
い

人

は
・
・
。

厚
生
年
金
期
間
が
あ

る
場
合
は

『
社
会
保

険
嘔
務
所
』
、
閥
民
年
金
の
み
の
増
合
は
「
市

町
村
の
岡
民
年
金
係
」
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ

い
。

なくしちゃだめよ！

｢年金等の源泉徴収票｣

老齢年金を受けている人には、１月末ま

でに社会保険庁から「源泉徴収票」が送ら

れてきます。これには平成８年中に支払わ

れた年金の総額が記繊されています。確定

申 告 をし なけ れば なら

ない人は、こ の源 泉徴

収 票 を税 務署へ提 出し

なければ なりませ ん。

なくさないでください。



保健だより
保健増進係　(85)2783

《成分献 血》

日　時　平成９年１月22日南

受　付　午前９時～午前11時　 午後１時～午後４時

場　所　国見町観月台文化センター 大研修室

※成 分 献血 は検 査 を含 め 約 １時間 程度 かかり ま す。

ご協力くださる方は､ あらかじ めお知らせください。

献血は

あなたのま ごころ

プレゼント

＊ 育 児教室＊

該　　 当　　 乳　　 児 �実　 施　　日 � 受 付 時 間 � 会　　　　　　　場

平成8年7月～　　

平成8年8月生まれの乳児 �2
月4日脚 �

午後1時30 分　　　

～午後2時 �

観月台文化センター　

第1和室

〈 内　　容＞
☆身長 一体重測定 、離乳食、予防 接種などについ て

☆母子手帳 を忘れずに ！

＊３歳児 健診＊
該　　 当　　 乳　　 児 �実　 施　　日 � 受 付 時 間 � 会　　　　　　　場

平成5年10月～　

平成6年1月生まれの幼児 �
２月６日(木) �

午後1時　　

～午後1 時 30分 �

観月台文化センター　

大研修室

（ 内　　 容 ）

☆内 科と歯科の医師の診察 、生活保健指導 、視力・聴力検査を実施し ます。

☆母 子手帳 を忘れ ずに！ 健診票は保原保健所から郵送されます。

＊乳児健診＊
該　　 当　　 乳　　 児 �実　 施　　日 � 受 付 時 間 � 会　　　　　　　場

・3 か月児( 平成8年10 月生まれ)

・9 か月児(平成8年4月生まれ) �2
月2ﾜ日(本) �

午後1  時 30分　　　

～午後2時 �

観月台文化センター　

第1和室

〈 内　　 容 〉

☆医師の指導 ．身長 ・体重測定 ，謁乳 ，離乳 ，家族計画など について

☆母子手帳を忘れ ずに！

献

血

あ
り

が
と

う
ご

ざ

い
ま

し
た

（
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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柳
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．
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．
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．
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園
　
児
　
募
　
集

藤
田
・
森
江
野
幼
稚
園

★
対
象
幼
児

″Ｅ
成
一
こ
年
四

月
一
．日

か
ら
平
成

四

年
四
月

一
日
ま

で
に
生

ま
れ
た
幼

児

（
五
歳

児

）

★
受
付
期
間

唹
成
（

年
十

．
．
月
九
日

か
ら
二

十

匕

日
ま

で
（
午
前

九
時

か
ら
午

後

四
時

三
十

分
ま
で

）

＊

土
曜
、

口
曜

お
よ

び
祝
日

を
除

く

★
受
付
場
所

印
鑑
を
持
参
し
。
藤
田
幼
碓
園
及

び
森
江
野
幼
稚
園
で

＊
森
江
野
幼
稚
園
で
は
制
服
注
文
も

受
け
付
け
ま
す
。

＊
入
園
申
込
游
は
各
幼
稚
園
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

教
育
委
貝
会

学
校
教
育
課

萱
（
一一一
）
2
8
9
2

藤
田

保
育
所
園
児
募
集

★
対
象
児
童

平
成
九
年
四
月

‘
口
現
在
の
満
年

齢
が

．
歳
以
上
の
未
就
学
児

★
募
集
人
員

八
十
人

★
受
付
期
間

唹
成
九
年
一
月
六
囗
か
ら
十
四
日

ま
で
（
上
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

★
受
付
場
所

保
健
福
祉
課
福
祉
係
ま
た
は
藤
ｍ

保
育
所

★
持
参
す
る
も
の

印
鑑
・
会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得

者
は
平
成
八
年
分
の
源
泉
徴
収
票

★
保
育
時
間

保
育
時

閥
は
午

前

八
時
一一一
卜

分
か

ら
午

後
四
時

ま
で
で
す

が
、
？

朝

や
夕

方
の

保
育

も

い
た
し
ま
す

。

延
長

保
育
を

希
望
す

る
方
は

、
面

接

の
際

に
ご
相

談
く

だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

保

健
福
祉

課

福

祉
係

一－
（
一一一
）
2
7
9
3

藤
田

保
育

所

Ｓ

（
8
5
）
2
3
7
4

や
る
気応

援
し
ま
す

国
見
町
奨
学
生
募
集

岡
兇
町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

進
学
す
る
こ
と
が
難
し

い
方
に
、
奨

学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
奨
学
資
金
に
は
、
高
校
、
高
等

専
門
学
校
（
商
専
）
ま
た
は
人
学
に

在
学
し
て
い
る
生
徒
・
学
生
に
貸
し

付
け
す
る
修
学
資
金
と
鳥
校
ま
た
は

大
学
に
入
学
す
る
際
に
貸
し
付
け
す

る
入
学
支
度
資
金
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。

★
修
学
資
金

・
募
災
人
貝
　

若
干
名

・
貸
与
金
額
（
月
額
）

大

学

� 高

専

� 高

校

二
万
円
以
内

� 一
万
五
千
円
以
内

� 一
万
円
以
内

・
貸
与
期
間

唹
成
九
年
四
月
か
ら
最
短
修
学
期

間
★
入
学
支
度
資
金

・
分
災

人
員
　

若
干
名

・
貸
阯
ｔ
金
額

（
一
括

貸
与

）

一
大
学

�
「
剿
杤
.｜

剿
刪

二
十
五
万
円
以
内

一

�劃

即

沛
－
一

★
受
付
期
間

平
成

九
年
一
月

ト

ーこ
日

か
ら
二
十

四
日

ま
で

。（

土
曜

、
日
曜

及
び
祝

日

は
除

く
）

★
資
格
等

閥
、
県
ま
た
は
他
団
体
か
ら
同
種

の
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。

★
申
込
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

＊
高
校
ま
た
は
高
専
進
学
予
定
者
で

貸
し
付
け
を
希
望
す
る
場
合
は
、

中
学
校
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

魯（
8
5）
2
8
9
2

雁し いつ1まい

暖かくして

いらっしゃい、

今年もビッグ・ツリー

1２月２３日 午後５時点灯

◆あつあつトン汁サービス

◆大事な人にあったかいメッセージを

送りましよ！（相手の住所をメモして来てね）

◆わく わくラッキーカード

◆ふるさと産品コーナー

◆ａ 冬の花火

●ビッグ・ツリー写龠展 作品薯簍

イベントは

午後2時から

★問い合わせ

国見トライアングル・クラブ

会長 佐藤 司 住 ( 85 ) 322

ご
機
嫌
な

な
め
な
「

く
う
か
ん
鳥
」
の
お
願

い

私
は
。
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
佳
ん
で

い
る
空
き

缶
回
収
槻
「
く
う
か
ん
鳥
」
で
す
。
５
月
か
ら
住
み
始

め
た
私
は
、
み
な
さ
ん
に
か
わ
い
が
ら
れ
、
と
て
も
い

い
気
分
で
す
。
で
も
、
こ
の
ご
ろ
ち
ょ
っ
と
ご
機
嫌
な

な
め
で
す
。
私
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
空
き
缶
し
か
食

べ
な
い
の
に
、
よ
そ
の
家
の
ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
や
嘔

菜
所
か
ら
空
き
缶
を
集
め
て
持
っ
て
来
る
人
が
い
ま

す
。
そ
し
て
「
さ
あ
食
べ
ろ
、
も
っ
と
食
べ
ろ
」
と
む
り

や
り
私
の
お
ち
ょ
ぼ
口
に
押
し
込
む
の
で
す
。
そ
れ

に
。
空
き
缶
を
入
れ
て
き
た
袋

を
私
の
家
の
周
り
に
拾
て
て
い

く
人
も
い
ま
す
。
と
て
も
困
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
私
を
か
わ
い
が
っ
て
く

だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。



「

キ

ッ

ク

オ

フ

ー
レ

ポ

ー

ト

」
へ

の

意

見

「
ポ
イ
ス

ー
レ

ポ
ー
ト
」
を
発
表

建
設
省
の
諮
問
機
関
「
道
路
審
継

会
」
は
、
唹
成
卜
年
度
に
ス
タ
ー
ト

す
る
新
し
い
道
路
計
両
を
作
る
た
め

に
、
「
2
1愀
紀
の
み
ち
を
考
え
る
委

員
会
」
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
委
員

会
で
は
、
新
し
い
逆
路
計
画
に
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た

め
、「
キ
ッ
ク
オ
フ

ー
レ
ポ
ー
ト
」
を

用
い
て
『
み
ち
』
に
関
す
る
ご
意
兄

を
募
災
し
ま
し
た
。

五
月
か
ら
七
月
ま
で
の
募
集
期
間

中
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
十
一
万

件
を
超
え
、
『
2
1世
紀
の
み
ち
を
考

え
る
委
ｎ

会
』
で
分
析
・
検
討
を
行

い
、『
ボ
イ
ス

ー
レ
ポ
ー
ト
』
と
し
て

と
り
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

・
建
設
省
福
島
工
事
事
務
所
調
査

第
二
課

酋
（
4
6）
４
３
３
１

・
福
島
県
土
木
部

道
路
建
設
課

酋
（
ａ

）
7
4
6
8

税
へ
の
関
心
高
め
て

税
へ
の
関
心
と
納
税
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
「
税
に
関
す
る
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
『
税
を
知
る
週
間
』
に

合
わ
せ
、
国
兇
町
文
化
祭
や
福
島
市

中
合
デ
パ
ー
ト
特
設
会
場
に
展
示
さ

れ
た
ほ
か
、
住
民
税
申
告
相
談
会
場

に
も
掲
示
さ
れ
ま
す
。
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

★
標
語
の
部

▼
最
優
秀
賞
（
福
励
税
務
桝
妓
賞
）

完
納
で

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

森
江
野
小
六
年

武
田
奈
々

▼

優

秀

賞

（

国

見

町

長

賞

）

占

田

純

差

藤

旧

小

五

年

）
、

佐

藤

’
城
｛

同

六

年

｝
．

朽

木

孝

抱

小

坂

小

六

年

）
．

岡

田

姫

人

三
｛

大

木

戸

小

六

年

｝
．

岨

隆

紀
一
県

北

中

ミ

年

）
▼

優

秀

賞

（

国

見

町

納

税

貯

蓄

組

合

連

合

会

長

賞

）

嗔

旧

沙

織
（

麟

田

小

丘

年

）
、

徳

江

貞

彦
（

川

六

年

）
、

大

塚

裕

弖

同

）
．

引

地

亜

山

盃

麻

江

野

小

瓦

年

｝
、

佐

藤

ま

ゆ

£

県

北

巾

三

年

｝

★
書
の
部

▼

最

侵

秀

賞

（

福

島

税

務

薯

長

賞

）

佐

久

間

翔

ヱ

森

江

野

小

五

年

｝
、

Ｋ

手

腿

藤

川

小

六

年

｝
、

閥

田

怒

柔

県

北

忠

▼

優

秀

賞

（

国

見

町

長

賞

）

佐

野

舞

子
｛

森

江

野

小

瓦

年

｝
．

佐

久

間

織

鮠

同

六

年

）
．

か

鳥

鷺

県

北

中

．
年

）
▼

優

秀

貫

（

横

島

県

県

北

地

方

振

興

局

長

賞

）

巾

野

貴

人
｛

藤

Ⅲ

小

皿

年

｝
．

村

Ｌ

常

習

ヱ

μ

北

巾

一
．
．年

｝
▼

倭

秀

貧

（

福

鳥

県

地

区

納

税

貯

蓄

組

合

連

合

会

長

賈

）

膏

野

佑

査

藤

Ⅲ

小

五

年

）
．

穗

苅

祐

弥

ｉ

川

小

五

年

｝
．

偉

藤

辰

戔

小

坂

小

五

年

）
、

後

藤

麻

美
（

藤

田

小

六

年

）
．

佐

藤

心

盈

小

坂

小

六

年

）
、

菊

地

千

広
（

森

江

野

小

六

年

）
．

阿

邸

輿

理

子
（

県

北

中

．一
一
年

）
▼

優

秀

賞

（

福

島

地

区

税

務

関

係

団

体

協

議

会

長

貫

）

羽

根

貞

火

£

藤

……
…
小

．瓦

年

｝
．

佐

久

間

友

里

森

江

野

小

瓦

年

｝
．

佐

藤

香

織
（

藤

旧

小

六

年

）
▼

優

秀

賞

（

国

見

町

納

税

貯

書

組

合

連
合

会

憂

賞

）

鳥

橋

夕
ｎ

藤

川

小

五

年

）
．

高

橋

ゆ

う

无

同

五

年

｝
．

後

藤

咀
・
汲

同

六

年

）
．

菅

野

ｆ

斑

小

坂

小

六

年

）
．

仲

野

夕

紀
（

県

北

中

．
年

）

税は
納

期
内

に
納
め
ま
Ｕ
よ
う

観月台

文化情報

問い合わせ

生涯学習課 文化振興係　(  85 ) 2676

大塚文夫 民謡ショー

２ 月８ 日(土)全席自由

昼の部開演　午後２時

夜の部開演　午後６時 2500円

★チケット取扱 観月台文化センター、

ＪＡ伊違みらい各支店

平
成
九
年
度

入
学
予
定
児
童

平
成
九
年
四
月
に
小
学
校
に
人
学

予
定
の
児
瓶
は
、
次
に
記
祓
し
た
百

六
人
で
す
。
一
月
末
ま
で
に
入
学
通

知
游
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【小坂小学校】佐Ji寛人 佐藤裕太 菅野

楽玄 仲野能惑 菊池排甲 阿部恭了 紺野

沙織 佐庫真紀 横山智帆 赤坂美佳 安孫

子胤絵 安藤伽廊恥 浅野山里恵 関口愛

尖 山田瑞 賚 永井まどか【藤田小学校】

渡邉鴃 占川弘和 村上真哉 菊地艇人 熊

坂亮助 本剛祐樹 仲田純 佐藤寛紀 八世

占良 鈴木翔 斎藤謙可 榊枝光 人沼曝呻

八巻遼 佐麟正孝 ｌ洋僵卿 本多章忸 向

原忍 が舘aﾐ宗 松浦昭太 武田通人 占川

匠 松浦卮一一-浅野涼 若生雅悛 八巻恭ぞ

加藤皰治 澁谷11弘 菊地ｉ 太 佐々木斐

子 朽木絵皿呑 後藤かおり 佐藤優香 安

達裕子 加藤千佳 蹕囗明奈 佐藤夏妃 佐

藤千尋 宗川侵花 滝川濡 佐久岡由佳 紺

野美紀子 角田由香李 齋藤美育 黒剛霞

英 占小鳥のぞみ 菅野仁美 岡崎つかさ

遠藤あゆみ 安連袂 藤川麻黽 奥山ゆい

松田知恵 秋元悠阻 東海林袂 鈴木萌 堀

理絵【森江野小学校】石川拓也 斎藤人介

遠藤弘附 佐藤祐輔 齊藤駿 滴井讓人 蓬
ｍ起代子 佐野沙織 八巻41紀 佐藤余沖

紀 武lll美岬 佐久間廊余 宍戸絵災ｒ 佐

久間明子 佐藤茜【大木戸小学枚l 列部郁

後藤孝紀 阿部真疳 鳥ｌ 木胞二 関根麻

美 松浦礼佳 松浦槊恵 谷津久美了【大

棧小学校】後藤卓哉 鈴木敬太 松湘善哉

佐鷸佳隆 鈴木由佳 鈴木愛唯 菊地さゆ

り 鈴木斐花里 鈴木斐友美

★問い合わせ

軟膏委員会 学校教育課 魯( ) 28

年
末
年
始
水
道
修
繕
工
事
店

12

月

30日

31日
ｌ 見ガス住宅詮魯 (  ) 37

１

月

１日
高野電気

・北水道
手

槍江電気

徳江輿機

( ) 27

(  ) 27

(  85 ) 7

２日 国見撞工 (85)4522

３日 高瀘Ｔ業 ( ) 3

４日 後藤設爾　:: (85)31(X3

(a5)3321

５日 半沢水遭工輿所 (a5)3198

６日 斎久設魯 (  )  10

７日 国見詮自　::
(  )  3063

(  85 ) 4  7



つうしん
国見町教育委員会生涯学習課

観月台文化センタｰ

･: な : ( 85 ) 2676

FAX?  (  85 ) 2707

阿
津
賀
志
学
級

教
養
講
座

阿
津
貿
志
学
級
の
枚
養
講
座
は
十

。
月
十
五
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に

高
船
に
な
っ
て
も
支
え
合
っ
て
、
楽

し
く
有
意
義
に
生
き
る
『
街
の
ち
ょ

っ
ぴ
り
先
生
』
と
い
う
ビ
デ
オ
を
観

賞
し
、
艮
寿
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
考
え
方
や
活
動
を
学
習
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
健
康
に
関
す
る
講
演

を
聞
き
ま
し
た
。
講
師
は
薬
肘
を
閧

い
て
い
る
秦
窿

。
郎
さ
ん
で
す
。
楽

さ
ん
は
約
百
名
の
学
級
乍
を
前
に
、

艮
年
独
自
で
研
究
し
て
き
た
漢
方
薬

の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
。
身
近
な
ｔ
ｆ例

を
も
と
に
、
わ
か
り
易
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

地
元
産
の
桃
の
価
値
を
強
調
さ
れ

た
り
、
東
洋
医
学
の
歴
史
的
な
面
や

奥
深
さ
に
触
れ
る
話
に
、
学
級
生
は

真
剣
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

文
化
の
か
お
り
高
く

秋
の
祭
典

第
二
十
五
回
岡
見
町
文
化
祭
は
、

十
川
二
十
七
日
か
ら
卜

．
月
四
日
ま

で
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
と
同
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

ｔ

月
二
十
匕
日
に
は
、
肖
楽
芸
能

発
表
会
が
開
か
れ
、
コ
ー
ラ
ス
．
舞

踊
、
民
謡
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

の
団
体
が
練
倒
の
成
柴
を
発
表
し
ま

し
た
．
訪
れ
た
竹
さ
ん
は
．
発
表
が

終
わ
る
た
び
に
盛
大
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

三
日
と
四
日
に
開
か
れ
た
総
合
展

示
会
で
は
。
習
字
や
刻
字
、
和
紙
人

形
、
絵
画
、
水
墨
画
、
菊
花
、
陶

芸
、
小
中
学
生
の
＆

画
な
ど
を
展

示
、
そ
の
見
嘔
な
出
来
栄
え
に
、
会

場
を
訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち
は
じ
っ

と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

四
日
に
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
。
愛
好
者
の
竹
さ
ん
は
ワ
ル

ツ
や
タ
ン
ゴ
な
ど
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
、
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス

く
に
み

女
性

叡
室
生

‐
1
‐
九
人
が
参

加

し
て

「
ク
リ

ス
マ
ス

ー
リ
ー
ス
づ

く
り
」
を

ト

ー
月

六
日

と
卜
三
日

の

一
画

に

わ
た
り

行
い
ま
し

た
。
斜

師

は
、
学
級
生
で
も
あ
る
佐
藤
ト
シ
ヱ

さ
ん
で
す
。
六
日
は
、
三
色
の
ル
ー

プ
を
三
つ
編
み
に
し
、
縫
い
合
わ
せ

る
作
業
と
、
ワ
イ
ヤ
ー
で
リ
ボ
ン
を

し
ぼ
っ
て
飾
り
作
り
を
し
ま
し
た
。

卜
三
日
に
は
、
カ
ラ
松
や
、
金
・
銀

の
火
、
リ
ボ
ン
な
ど
を
合
わ
せ
て
。

飾
り
作
り
と
仕
上
げ
で
す
。

先
生
の
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に

教
室
生
も
お
互
い
に
。
教
え
あ
っ
た

り
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
な
ご
や
か

に
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
が
で
き
あ
が

る
と
教
室
生
は
、
一
足
叭
に
い
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
を
昧
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

熱
走

藤
田
チ
ー
ム
が
制
す

公
民
館
主
催
の
第
二
十
回
町
内

．

周
駅
伝
競
走
大
会
は
十
一
月
三
日
、

役
場
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
に
町
内

を
巡
る
十
区
問
、
二
三
・
五
．
．
む
の

コ
ー

ス
で
川

か

れ
ま
し

た
。

今

大
会
に

は

‐‐。
般
の

節
に
十

一
チ

ー
ム
、

中
学
生

の
部

に
六
チ
ー
ム

の

計
十

六
チ
ー

ム
が
参
加

し
、
開
会

式

の
後

、
冨
永
町

長
の
吁
砲

を
合
図

に

第

一
区
の
ラ

ン
ナ
ー
が

元
気
よ
く

ス

タ
ー
ト

。
選

手
は
沿
道

の
盛
ん
な

声

援

に
励

ま
さ

れ
、
兒
嘔

な
タ
ス
キ

リ

レ
ー

を
披
露

し
、
健
脚

を
競

い
ま

し

た

。
成
紋

は
次

の
と
お

り
で
す

。

｛

一
般
｝
　
　
　
　
　

（
敬
称
略

）

◇
総
合

優

勝

藤
田

１
時
間
1
7分
2
0秒

準
優
勝

小
坂

１
時
閥
2
5分
0
6秒

第
Ｅ
位

大
枝

１
時
閥
2
6分
5
0秒

｢組み紐教室｣受講生募集

・開講日　｜月221］φ ・29 日 水・２月51 二μ ）・12［lｔ

・場 所 国見町観月台文化センター

・時 間 午後 一 時 30分～３時30分

・定 員　15 名

・講 師 ａ縄流教授 樋口豊縄猯一先生

・内 容 帯締め（丸組み）２本（希望によリキーホルダー）

・受講料 無料。ただし、材料費として１本につき3.000円程度。

・申込み　１月81ﾐ1團まで国兄町公民館へ(  85 ｰ 2676 )



生涯学習
◇
区
川
賞

第

．
区

鈴
木
智
史
（
大
枝
）

第
二
区

曳
地
奈
津
ｆ
（
藤
川
）

第
二
区

佐
久
川
勉
（
藤
田
）

第
四
区

高
原
憲
二
（
小
坂
）

第
五
区

斎
藤
誠
（
藤
田
）

第
六
区

人
塚
洋
（
藤
田
）

第
七
区

高
橘
豊
光
（
藤
田
）

第
八
区

中
野
義
夫
（
藤
田
）

第
九
区

菊
地
幸
治
（
塚
野
目
）

第
十
区

村
上
俊
弘
（
徳
江
南
部
）

【

中

学

生

】

◇
総
合

優
勝

藤
田
お

１
時
間
刀一
分
2
4秒

準
優
勝

森
江
野
分１

時
間
2
9分
2
2秒

第
３
位

小
坂
よ

１
時
間
3
2分
5
9秒

◇
区
間
賞

第
一
区

高
橋
寛
樹
（
大
木
戸
お
）

第
二
区

東
海
林
陽
子
（
藤
田
お
）

第
三
区

熊
旧
基
志
（
森
江
野
よ
）

第
四
区

新
妻
裕
樹
（
小
坂
‥
訂
）

第
五
区

羽
根
剛
孝
輔
（
藤
川
お
）

第
六
区

佐
藤
一
利
（
藤
Ⅲ
お
）

第
七
区

菅
野
寛
高
（
小
坂
お
）

第
八
区

佐
久
問
修
弖

森
江
野
＆

第
九
区

佐
久
川
智
史
（
森
江
野
＆

第
十
区
　

八
鳥
貴
瑞
（
藤
田
訌
）

絢
爛
た
る
桃
山

文
化
に
接
し
て

～
成
人
学
級
～

成
人
学
級
の
秋
の
視
察
研
修
は
、

県
政
博
物
館
開
館
十
周
年
記
念
特
別

企
画
展
の
大
阪
城
天

守
閣
名
品
展

「
秀
吉
と
桃
山
文
化
」
の
観
覧
を
主

に
卜
月
三
十
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

一
一
十
六
名
が
参
加
し
、
抜
け
る
よ

う
な
冴
空
の
も
と
、
一
路
会
沖
若
松

市
を
目
指
し
ま
し
た
。
最
初
は
二
代

保
科
正
経
が
聖
徳
太
子
の
施
薬
幽
に

倣
っ
て
、
各
種
の
薬
草
を
栽
培
し
た

と
い
わ
れ
る
御
薬
園
を
見
学
し
ま
し

た
。
御
薬
園
は
周
囲
の
景
観
を
じ
よ

う
ず
に
取
り
入
れ
た
借
景
が
川
い
ら

れ
て
い
る
回
遊
式
の
庭
園
で
す
。
心

字
池
に
沿
っ
た
散
策
路
は
、
水
而
に

映
え
る
紅
葉
と
池
を
悠
然
と
泳
ぐ
た

く
さ
ん
の
鯉
の
姿
が
調
和
し
、
歐
俗

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

次
は
県
立
博
物
館
で
す
。
記
念
写

臭
を
搬
っ
た
後
、
第
一
会
場
、
第
二

会
場
。
常
設
腿
の
順
に
見
学
し
ま
し

た
。
桃
山
文
化
を
代
表
す
る
六
曲
一

双
の
屏
画
「
大
阪
夏
の
陣
図
屏
風
」

『
賤
ケ
岳
合
戦
図
屏
風
』
や
秀
吉
の

朱
印
状
を
始
め
多
く
の
大
名
の
直
筆

の
訛
‥
状
、
兜
、
胴
丸
、
只
足
、
そ
し

て
天
下
に
名
高
い
「
黄
金
の
茶
室
」

な
ど
、
展
示
ざ
れ
て
い
る
一
点
一
点

か
ら
往
時
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
桃
山

時
代
に
身
を
置
い
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
野
口
英
世
記
念
館
と
皀

界
の
ガ
ラ
ス
館
を
兄
学
し
ま
し
た
。

記
念
館
で
は
生
誕
百
ニ
ト
年
を
記
念

し
て
特
別
展
が
行
わ
れ
て
い
て
。
野

口
英
腴
愛
用
の
カ
メ
ラ
や
自
筆
の
絵

画
な
ど
を
兄
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。暖

か
く
、
雲
一
つ
な
い
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
充
実
し
た
一
口
で
し
た
。

陶
芸
に
挑
戦

十
一
月
九
日
、
少
年
仲
間
づ
く
リ

教
室
の
子
ど
も
た
ち
が
「
工
夫
し
て

つ
く
ろ
う
Ｉ
陶
芸
－

」
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
作
品
は
二
回
で
完
成
さ
せ
ま

す
。
こ
の
Ｈ
は
。
粘
上
を
こ
ね
、
動

物
や
食
器

な
ど
好
き
な
も
の
を
作

り
、
名
前
を
付
け
ま
し
た
。

鮎
土
を
手
に
し
た
ち
び
っ
こ
陶
芸

家
た
ち
は
、
色
付
け
の
イ
メ
ー
ジ
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
思
い
思
い
の

作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

平
成
九
年

国
見
町
成
人
式

平
成
九
年
国
見
町
成
人
式
は
、
一

月
十
五
日
に
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
す
。

午
前
ｔ

一
時
か
ら
式
典
を
行
い
。

式
典
後
は
、
記
念
写
真
撮
彫
や
成
人

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
予
定
で

す
。
該
当
者
は
、
昭
和
五
十
一
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
一
一
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
町
外

在
住
で
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、
教

育
委
只
会
生
涯
学
習
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
該
当
者
あ
て
に

送
付
す

る
案
内
状
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

Ｓ
（
8
5）
2
6
7
6

新
成
人

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
蕀
田

埼

区
】

愈

井

畑
ゑ

小
ｒ

鈴
夲

心

樹

帽

野

ヤ

次
郎

鈴

木

香

繊

秦
吠

紀

佐

藤

寛
之

奥
山

責

裕

鈴

木

理

心

桑
れ

資

遠
藤

咀
災

叺

野
１

鶴
子

松

浦

良
川

鴫

原

資

史

後

藤
輿

ｆ

（

ｌ

裕

志

石

瓜
征

也

東

向
林

朋

ｆ

鈴

木

陬

皀

吹

楮
裕

也

徳

江

憲
司

秦
両

博

秋

元

逸

郎

笥
地

義
ｕ

東

野

雅
之

勾

地

紗

織

角

川
人

輔

．．
．川

律
子

鈴

木

紀
ｒ

神

林
人

介

斎

藤
和

申

匁

Ⅲ
４
‥
余
ｆ

安

心
洋

嘔

斎

藤

零

ｒ

娯

Ⅲ
雄

佼

謎
水

黽
一
　

巾
野

隼
人

佐

必

畩
ｆ

野
村

道

Ｊ
‘

佐

嘩
千

秋

佐

藤
同

和

佐

藤
山

妃

佐

藤

山

佳

菊

地

良

牟

齊

藤
慶

．

菊
地

孝

佐

々

木
こ
．
佳
ｆ

作
４

洋
子

菊

地

広

や

鈴

木
有

ｆ

ｍ

巾

僵
子

木

Ⅲ

太

廊

徳

江

利

香

（

せ

山

巳
子

恥

Ⅲ

秀
ｆ

青
川

附

和

こ
　
ヨ

行

寥

澤
叫

渡

邊
忍

佐

藤
嘉

霞

安

藤

真
美

安
藤
μ

紀

誕

　

ま

麋
原

潤

小

卜
川

進

安
川

や
心

齊
藤

裕
ｆ

：

　
三
　
０
　
要
　
只
和

佐

藤

聆
叉

半

澤

光

秀

板
橋

麻
川
ｒ

斎
藤

由
香

川

小

池

山
心

佐

藤

鹹

佐

藤
厚

磨

加
貼

沙

弥

香

４

樢
亨

巾

條
本

人

鳥
鳩

叶
了

佐
鵬

剛

谷

沖
．
．佳
ｆ

鴨
川

刄

紀
子

【
小

坂

地
区

】

高

橋
友

子

林

夕

輿
本

中

枝

女

藤

專
美

安

藤

良
由

美

鴨

Ⅲ
刄

夲

朽

木

痳
処

大

竹

か
お

り

野

村
順

子

野

付

哨
旻

偉

々

木

浩
徳

佐

野
忍

佐

脳

文

処

４

磚

附

子

武
川

潤

了

川

村
知

住
ｆ

高
碵

雅

史

鳥

外
ｓ

鳥

橋
裕

二

後

藤
占

沖
香

後
藤

嘶
也

子

遠

藤
Ｑ

犬

遠
藤

大

輔

（

島

山

良
子

赤

坂

史
枝
｛

森

江

野
地

区

｝

健
久
則

友

和

鈴

木
正

人

佐

藤
仁

美

齊
藤

里

香

武

川

恵

子

武
川

絵

美
ｆ

佐

藤

政

浩

佐

藤
不

春

（

世

椚

斎

藤

孝
史

南
友

和

實

沢
明

災

佐

野

久
輿

ｉ

村

上
祟

広

村

上
″
‥
一

村

上

洋
嘔

徳
江

敦
史

實
贓

久
災

子

佐

久

間
璢
一

子

鳥

橋
香

織

一
大
木

戸
地

区

】

人
沼

拓

皀

鈴
木

ユ

ミ

仇

　

　

三

友

き

佐

藤

巾
美

子

齊

藤
友

和

佐

藤
光

子

古

山

辺
久

森
忍

叭

野

弘
光

渋

谷

”
’地

遠

藤
純

子

遠

腫
澂

津
子

（

世

ゆ

か
り

大

閲
£

則

渡
邊

秀

人

長

谷
川

鰆
行

阿

郎

さ

お
リ

阿

部

刈

古
川

清

見

葡

池
妙

子

Ｈ

ｋ

暁

子

佐

藤

敦
史

古

田

沖

大

沼
美

妃

【

大

棧
地
区

】

齊

藤

和
子

松

浦
刄

智
子

屁

手

孝

瀬
．尸
友

義

鈴
木

亜

紀

并

眇
由

紀

江

佐

藤
何

咆

鈴

木

佳

余
ｆ



夜の事故気をつけて
｢夜間の交辿･lt故防111県民総ぐるみ運助丿 川間に

介わせ、l吋兒町 交辿対策協議 会会八が街頭で、自転

巾のＭ射材を配りな がらラ イトの点灯や安 令な 乗り

方など夜川の 交通･μ故防 止を呼びかけました。

福祉フェスティバルinくにみ
この催しは、県北地 方の柵 祉施設の 人所 者と町

民の交流 を深めようと開 かれ まし た。 幼碓剛児の

ダンス、芸能・ａ楽 発人、人所 者が作った木.ll品

の販売などが行われ ました。 また、 チャリティー

の益金は町 に寄付 され ました。

呈

見
町
商
工
会
青
年
部
）

寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら

い
女
性
部

）

結
婚
お
め
で
と
う

人
浪
亮
一
ｊ

・
桑
美
ｊ

（
川

内

）

波

辺
宏
之
ｊ

・
介
笂
ｊ

（
宮
町

北
）

飯
島

聊
人
冫

・
細
‥・ｊ
ｊ

（
寓
町

北
）

松

浦
り
雄
ぷ

・
純
子
冫

（
人
木
戸

）

佐

藤
弘
樹
ｊ

ｌ
晴
美
冫

（
卵
　

円
）

加
藤
泰
裕
ｊ

・
麻
依
子
ｊ
（
大
町
北
）

國
分
政
勝
、」き

忠
笂
ｊ

（
わ
母
川
叫
）

誕
生

お

め

で

と

う

お

子

さ

ん
　
　
　
　

保

縫

者

小

池

災

聴

ご

ん
　

に

Ｉ

‐

節
ｒ

ｊ

（

人

町

北

）

加

藤

将

兜

、
Ｊ

Ｍ

．
ｊ

．
？

Ｍ

ｊ

（

宮

町

北

）

大

河

内

真

人

冫

人

廣

叫

冫

・

久
為
ｒ

、‘
人

（

第
　

．
．、
）

阿

部

楓

ｆ

Ｊ

＾

＆

鴎
ｊ

』
か

お
り

Ｉ

（

石

毋

川

北

）

佐

藤

味

菜

ご

人

俊

弘

ｊ

£

４

．ｒ

ｊ

（

泉

Ⅲ

Ｌ

）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

加
麟
シ
ゲ
コ
ー
　
6
4（
板
　

橋
）

内
村
ヒ
サ
ヨ
ー
　
8
5（
町
　

朿
）

安
積

テ
ル
ー
8
3

（
泉

Ⅲ

ド
）

大
沖

テ
ル
ー
　
9
1（
第
　
　

ご

實
沢
ヨ
シ
ノ
ー
　
7
6（
第
　

九
）

鳥
橋

忠
匕
j
7
8

（
Ｕ
　

Ⅲ
）

鈴
木

ワ
キ
ー
9
0

（
川
　

内
）

む
幡

光
郎
j
　
6
9
（
山
崎
沢
川
）

榊
　

裕
二
丿
　
3
5（
山
崎
宮
舘
）

高
橋

カ
ネ
ー
　
8
7（
山
崎
小
納
）

1 月の心配ごと相談

16日哨

佐久間巖・山崎ヤイ

27 日

式田勲・浅野やへｆ

場所

役場〔２階〕扣農宰

畤関

午9  時ヽ 12 畤

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

ぼ
く
の
す
き
な
こ
と

大
木
戸
小
　

遠
藤

朋
也

ぽ
く

は

。
休

髯
の

バ

ス

ケ
ッ
ト

が
大

す

老

で

７
．

あ
と

は

、
ダ
ン

ボ
ー

ル
で

○

ポ
ッ

ト

を
作

る
こ

と

で
す

。

木
の
ぼ

り

も
大

す

き
で

す

。

お
べ

ん
と

う

も
大

す

き
で

す

。

な
ぜ

か
と

い

う
と

手
作
り

で
お

い
し

い
か
ら
で

す

。

つ

り
に

い
く
こ

と

も
す
き
で

。

一

ば

ん

大
す

き

な
の

は

キ
ャ

ッ
チ

ボ

ー
ル

で

す
‘

↓

く

に
み

の

外

又

篩
ａ

９

か
ら

Ｉ

人口と世帯

人 口11 月1日現在
男　5.623 人（－２ ）

女　6.020 人【 －5 】

1
什 】 し 643 人(   ー7 )

出生11人 死亡14人
転入17人 転出21人

世 帯
3｡12111 りl｝（・｜ ）

へんしゅう雑記
特襲がポツに．戦令ものは簟しい．

浅はかな皿い 入れと深奥な思慮・ljS.

かなわない …．
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